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第１章　研究概要

　本研究では、旭丘高校周辺の野生生物の生態を調査するために、学校の敷地内に計４台の赤

外線トレイルカメラを７月〜����月にかけて設置した。

　その結果、主な侵入経路、侵入の多い野生生物の種類、侵入の時間帯、季節毎の出没件数、

敷地内での行動の一端が明らかになった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：井鳥）

　 �$�E�V�W�U�D�F�W

　�7�R�L�Q�Y�H�V�W�L�J�D�W�H�W�K�H�H�F�R�O�R�J�\ �R�I�Z�L�O�G�O�L�I�H�D�U�R�X�Q�G�$�V�D�K�L�J�D�R�N�D�+�L�J�K�6�F�K�R�R�O���Z�H�L�Q�V�W�D�O�O�H�G�D�W�R�W�D�O�R�I

�I�R�X�U�L�Q�I�U�D�U�H�G�W�U�D�L�O�F�D�P�H�U�D�V�R�Q�W�K�H�V�F�K�R�R�O�J�U�R�X�Q�G�V�I�U�R�P �-�X�O�\ �W�R�2�F�W�R�E�H�U���$�V�D�U�H�V�X�O�W���Z�H

�L�G�H�Q�W�L�I�L�H�G�W�K�H�P�D�L�Q�H�Q�W�U�\ �U�R�X�W�H�V���W�K�H�W�\�S�H�V�R�I�Z�L�O�G�O�L�I�H�I�U�H�T�X�H�Q�W�O�\ �H�Q�W�H�U�L�Q�J�W�K�H�D�U�H�D���W�K�H�W�L�P�H

�S�H�U�L�R�G�V�R�I�W�K�H�L�U�D�F�W�L�Y�L�W�\���W�K�H�Q�X�P�E�H�U�R�I�R�F�F�X�U�U�H�Q�F�H�V�L�Q�H�D�F�K�V�H�D�V�R�Q���D�Q�G�V�R�P�H�R�I�W�K�H�L�U

�E�H�K�D�Y�L�R�U�V�R�Q�W�K�H�S�U�H�P�L�V�H�V��

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（文責：井鳥）
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第２章　序論

������研究の背景

　道の調査によると、令和４年のシカの推定生息数は����万頭と前年度に比べ３万頭増加してい

る。また、北海道全体の農業被害額は����億��������万円にまで上る。札幌市だけで見ると市内に出

没するエゾシカの頭数は年々増加しており、目撃情報も多数報告されている。

　旭丘高校は藻岩山との距離がとても近いため、野生動物が敷地内に頻繁に侵入してくる。しか

し、旭丘高校周辺の、主にエゾシカやキツネといった野生動物の具体的な出没状況や侵入経路

についてのデータが得られていなかった。そのため、旭丘高校の敷地内に出没する野生動物の

出没状況や侵入経路といった情報を収集することを目的とした。

　令和４年に藻岩山とグラウンドの間にフェンスが設置されたが、それ以降も敷地内でエゾシカを

目撃したという人が後を絶たない。そのため、侵入してくる野生動物の出没状況や侵入経路を調

査し、野生動物侵入への新たな対策につなげる必要があると考える。そこで、本研究ではまず、

旭丘高校の敷地内に計４台の赤外線トレイルカメラを設置し、侵入してきた日時と場所を記録し

た。その後、カメラに映った野生動物を種ごとに仕分けし、出没頻度や時間帯の傾向を探った。

（文責：青木）

������先行研究

　平成����年度に札幌市で、侵入経路の特定と、札幌市周辺のエゾシカ生息状況を把握することを

目的とした調査が実施され、これらの結果から市街地への侵入経路の把握と要因の推定、対策

の検討が行われた。侵入経路を特定する調査により、河川が侵入経路に使われる可能性が高い

ことが分かった。しかし、経路として使われている河川は限定的で、現時点では、野津幌川、厚別

川、豊平川、篠路新川、新川、 星置川が利用されている可能性が高いと判断された。また、侵入

ルートとされていない河川部からもエゾシカの痕跡が発見され、移動経路として利用されている可

能性が高いことが分かった。緑地帯は、屯田地域の防風林において目撃情報が得られるなど、

ごくまれに利用されているようである。また、エゾシカは例年７月と����月に多く、メスよりオスのほう

が頻度が非常に高いことが特徴である。初夏の出没はオスの探索行動が原因であると考えら

れ、秋季の出没は繁殖行動に伴うオスの行動と考えられた。この報告書から私たちは、７月と����

月頃の出没件数が増加すると予想した。

�: �+�,�7�(　　　　　　　　　　　　　　　　　��



旭丘高校周辺の野生生物の生態調査

　また、京都府立莵道高等学校科学部も、旭丘高校と同様に学校周辺に山があり、シカが敷地

内に侵入し、花壇の花が食べられるという被害にあっていた。そこで、莵道は学校林にくるニホン

ジカを赤外線センサーカメラで撮影し、研究をしていた。その結果、繁殖期で行動が活発な夏前と

秋頃に多く活動し、人の少ない日没と日出の前後に多く活動していることが分かった。本プロジェ

クトでは、莵道高校の研究手法を参考に研究を進めた。

（文責：青木）

�: �+�,�7�(　　　　　　　　　　　　　　　　　��



旭丘高校周辺の野生生物の生態調査

第３章　研究内容

������本研究における目的

　本研究の目的は、旭丘高校の敷地内に侵入する野生動物の行動や侵入経路を、特定すること

である。また、赤外線トレイルカメラで記録したデータ映像をもとに、敷地内に入ってくる目的や出

没状況を調査することである。

（文責：青木）

������研究手法

　カメラの設置場所を決めるため、先生方やグラウンドで活動する部活に所属している生徒数名

に野生動物をどの辺りでいつ頃目撃したかを聞いた。野生動物の出没状況や行動を観察するた

めに、４台の赤外線トレイルカメラ（うち��台は酪農学園大学より拝借）を７〜����月までグラウンドに

設置した。写真１の赤丸がカメラを設置した場所である。カメラはフェンスやフェンスの支柱、木な

どにバンドで固定し、シカやキツネなどの対象によって、カメラの高さを変えながら撮影を行った。

カメラを設置したい場所にフェンスや木などがなければ、パイプ椅子にカメラを固定し撮影した。カ

メラを設置し、動物が映らなかった場合、場所を変え野生動物の出没頻度の高い場所へ移動し

た。カメラ内にある映像のデータを１週間におよそ１回から２回の頻度で回収しデータの仕分けを

行なった。カメラに映った野生動物を種類、出没した日付と時間帯ごとに仕分けし、出没頻度や時

間帯の傾向を探った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：青木）　　

　　写真１　カメラの設置場所　
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旭丘高校周辺の野生生物の生態調査

������研究スケジュール

４月

おおまかな研究内容を決定し、具体的な方針を話し合った。

５月

実験の内容や方法を話し合い、色々な先行研究を読んだ。敷地内での野生動物の目撃情報を集

めた。

６月

目撃情報や地形などから侵入経路を予測してマップに書き込み、カメラの大まかな設置場所を決

めた。大学の先生方に、観察する動物がなるべく見切れないようカメラの設置位置の丁度良い高

さについてアドバイスをいただき、シカの習性や通りやすい場所なども教えていただいた。

７月

研究方法、方針を決定した。下旬には赤外線トレイルカメラを購入し、観察を始めた。

８月〜����月

映像と写真を集めながら、データの確認と仕分けをした。

気づいたことをまとめ、研究方法やカメラの設置場所の改善をした。

����月

映った動物や場所ごとにグラフを作成して、新しく気付いたことやデータに見られた傾向の理由を

探すため、改めて動物の生態を調べた。

����月

研究結果や考察をスライドにまとめた。校内の探究活動成果発表会で発表を行った。

１月〜２月

研究のまとめをした。

３月

市立高校プレゼンテーション大会、開成チカホプロジェクトにて研究成果を発表した。

��文責：井鳥��
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旭丘高校周辺の野生生物の生態調査

第４章　結果と考察

������結果

����������出没した野生動物の数

　７〜����月までの期間に学校の敷地内に計����箇所にカメラを設置した結果、シカ����頭、キツネ����

匹、タヌキもしくはアライグマ��匹をカメラで捉えることができた。

（文責：青木）

　　

図１　動物の種別の出没数
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旭丘高校周辺の野生生物の生態調査

����������シカの出没した時期

　カメラに映った動物のうち、一番数の多かったシカに注目し、本研究では、７月から����月にかけ

てカメラを設置したが、カメラに映った時期に偏りが出た。

・９月上旬から９月中旬にかけて出没数が増加している

・����月上旬から����月中旬にかけてまた増加している

（文責：青木）

図２　シカの出没した時期

����������GEG9Fþ�� �� FçFï�ì 6ë�•

　撮れた時間帯別に分けると出没した時間帯に偏りが出ていることが分かった。

・午後１９時００分以降に数が増加している

・午前４時００分から午後１８時００分は数が徐々に減少している

（文責：青木）

�: �+�,�7�(　　　　　　　　　　　　　　　　　��



旭丘高校周辺の野生生物の生態調査

図３　シカの時間帯別の出没状況

����������シカのメスとオスの割合

　メスの方がオスよりも多く映っていることに気づき、その割合を比較した。結果、メスの割合が

���������� 、オスの割合が���������� とメスの方が出没頻度が高いことがわかった。原因としては、メスは

集団行動が多いこと、オスは単独で行動していたことが考えられる。

（文責：青木）

図４　シカのメスとオスの割合
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����������キツネの出没した時間帯

　カメラの日時設定ができていなかったため、はっきりとした時間帯はわからなかったが、映像か

ら、キツネはシカに比べ昼夜を問わず敷地内に現れていたことが分かった。本研究のメンバーが

カメラ内のデータの仕分けをするため、カメラの回収時にも敷地内に侵入している様子が観察さ

れた。図６にはカメラに映ったキツネだけではなく、カメラ回収時に目撃した個体も含めているた

め、合計が����匹よりも多くなっている。　　　　　　（文責：青木）

図５　キツネの出没した時間帯
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����������侵入経路

　野生動物が出入りできそうな場所にカメラを設置した結果、シカのオスとメス、キツネの主な侵

入経路が分かった。

　シカのメスはグラウンド付近の藪の中から

頻繁に出入りしていることがわかった。また、

フェンスに空いた直径����㌢ほどの穴からも出

入りしていることが分かった。しかし、主に出

入りしていたのは、薮からという事がわかっ

た。［写真２参照］　　　　　　　　

写真２　シカのメスの侵入経路

　シカのオスはメスに比べ体が大きいため、

メスのようにフェンスの穴から侵入してくるこ

とはなく、薮から入ってくるのみだった。［写

真３参照］

写真３　シカのオスの侵入経路
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　キツネはフェンスを噛みちぎって敷地内に

侵入するため、シカに比べ侵入経路が多

かった。今回は、��������年７月����日から８月����

日に開けられたと考えられるフェンスの穴を

３つ発見した。付近にはキツネの足跡や毛等

がついていたのを確認できたことから、頻繁

に使われていたと考えられる。［写真４参照］

　

　　　　　　

写真４　狐の侵入経路

������考察

【シカ】

　シカの夜間の侵入が多かったことについては、����時以降は部活生徒が下校し校内に人が少な

くなるからだと考えられる。臆病な性格から、人の活動が活発な昼間には敷地内への侵入が少な

いようである。

　秋に出没件数が増加したのは、グラウンドに栗が落ち始めたこと、夏休み明け頃からフェンスに

穴が空き侵入経路が増えたこと、繁殖期で行動範囲が広がっていたことが理由として考えられ

る。

　また、オスのシカはフェンスの穴からの侵入はなく、全て近辺の薮からであった。この理由は撮

影された映像より、ツノがあって通れないためであることがわかった。

　メスのシカは群れを作るため、複数での行動が多かった。中には親子で草を食む様子や、繁殖

期に多くのメスの中に１匹オスが入り込んでいる様子も確認された。これによって一度に映る頭

数が増えていたと考えられる。

【キツネ】

　キツネは昼夜関係なく侵入してくることから、シカよりも人に対する警戒心が薄いと考えられた。

　夏休み明けに発見したフェンスの穴は地面から５㌢程度の高さに空いていたことから、キツネが

空けたものだと考えられた。シカがそこを通るようになり、穴が広がっていくと侵入件数もさらに増
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加した。秋ごろにもう一つフェンスの穴を発見した。その穴も、地面近くの低い高さに空けられてお

り、キツネのみが出入りしていた。この二つから、最も侵入の多いフェンスの穴は全てキツネに

よって空けられるものであると考えられる。

　単純に考えれば、フェンスの穴を埋め、空けられない素材にするなどすれば侵入は減るかもし

れないが、それによって他の経路からの侵入が主になったり、新たに侵入経路を増やされたりす

る可能性は否定できない。よって対策は、一つの経路に対してのみではなく、学校と山の境目全

体を覆うようにしなければならないと思われる。大変な作業になるため我々での実行は難しい

が、特にキツネはエキノコックスの観点からも危険な生物であるため、容易に侵入されないよう早

急な対策が求められる。

　札幌市のエゾシカの先行研究には、「藻岩山周辺では調査期間中、常に生息が確認されている

ことから、定着個体がいると予想される」と書かれていた。個体識別は行えなかったが、このこと

から、旭丘高校にも定着個体がいるのではないかと考えられる。

（文責：井鳥）

������展望

　定点カメラに映っていない日にも校内でシカやキツネが目撃されていたことから、他にも侵入経

路があると予想できるため、フェンスが設置されていないところを中心にカメラを設置し、観察す

る。

　対象がカメラの前にいるときしか観察できなかったため、侵入した野生生物がどのくらい敷地内

にいたのかや、どこを通って何をしたかを全て知ることができず、カメラに映った行動での憶測に

なってしまったところがあった。カメラの台数を増やしたり、視野の広いまたは動くものを追うカメラ

があればより詳しくデータが取れるかもしれない。

　キツネのデータは多く取れなかったが、フェンスを噛みちぎっているのはキツネであり、キツネ対

策によってシカの侵入も減ると思われるため、シカに合わせたカメラに加え、キツネ用の低い高さ

のカメラも設置したい。それによって今回一匹確認されたタヌキもしくはアライグマと思われる野生

生物が何であるかも分かるため、こちらも出没件数や行動などを調べ、影響を与えているようで

あれば他の種との関係も含めて観察し、必要なら対策も考える。

また、敷地内だけでなく、学校周辺の目撃情報、出没件数や侵入経路を調べ、敷地内でのデータ

と比較をし、差がでた場合原因を探って侵入対策に役立てたい。

　今回は単純にカメラに映った数のみを数えたが、個体識別を行い、定着個体がいるのかを調べ

たい。

��文責��井鳥��
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第５章　発表報告

������校内発表会

　�6�' �6研究成果発表会では、作成したスライドを使用して、見にきてくれた生徒や保護者の方に

研究成果を発表した。

　スライドには、学校の敷地の地図に記入した目撃場所と痕跡、カメラ設置場所や、結果ででた

野生動物の割合をグラフ化したものなどを載せた。

　山に隣接した高校であるため、野生動物の出没が多いことは生徒にも先生方にも知られている

が、実際にカメラで観察された様子には興味深そうな反応が返ってきた。撮影した中から載せた

のは、４頭のメスのシカが落ちた栗を食べている映像、シカ１頭がフェンスの穴と薮からそれぞれ

侵入している映像、シカ４頭が葉を食べている写真であった。

　結果の最後として、今回の大きな収穫である、キツネが開けたフェンスの穴をシカが通っていた

という関係を発表した。

　興味を惹くよう話し方などに気をつけて行うことができた発表会だったが、熱心に聞いてくれてと

てもやりやすかった。

��文責��井鳥��

写真５　校内発表当日の様子
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������外部発表の報告

５��２��１市立高校プレゼンテーション大会

概要

　３月����日日曜日に市立高校の生徒が進めてきた研究成果を、スライドを用いて５分間でプレゼ

ンテーションをし、審査員から４分程度の講評、質疑応答が行われた。

結果と評価

・学校に来る野生動物をカメラで撮影しようという発想がとても面白い

・旭丘高校だからこそできる研究だったと思う

・発展性のある研究だと思う

・旭丘高校に来る野生動物を活用することを考えるともっと面白いと思う

（文責：青木）

写真６　市立高校プレゼンテーション大会当日の発表の様子
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H���H���H�6ä�BGOG9GiGeG{GFG5G=GV

概要

　３月����日水曜日に行われ、市立札幌開成中等教育学校と市立札幌旭丘高校数理データサイエ

ンス科、市立札幌平岸高等学校の生徒が、事前に作成したポスターを用いて発表を行い、その

後来場者と質疑応答を行なった。

来場者の声

・山に近いからこそできる研究だと思った

・学校にこんなに野生動物が来ることに驚いた

（文責：青木）
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第６章　終わりに

������研究における個人の役割

����������青木恵里花

　主に、カメラの設置と�6�' カードの回収を担当した。旭丘高校に数年間努めている先生方と外で

部活動をしている生徒を中心に、敷地内のどこでいつ頃、どんな野生動物を目撃したかを聞い

た。聞いた内容をもとに、特に目撃された回数が多いところにカメラを設置した。地理院地図を活

用し、学校の上空写真にカメラの設置場所を記録した。それを�6�' カードに保存されたデータと照

らし合わせ、野生動物が映らないようなら、設置場所を変更したり角度を変えるなど調整を行っ

た。また、データを見ると、設置場所によっては映る野生動物が決まってくるケースもあることに気

付いたため、その動物にあったカメラの高さを探り変更した。データの収集が終わった後、井鳥さ

んに侵入した野生動物の日付や種類を�H�[�F�H�Oにまとめてもらい、校内発表、外部発表のスライド

やポスターに使用するグラフなども作成した。

　　（文責：青木）

����������井鳥レイチェル

　主に、取れたデータの整理を担当した。回収した�6�' カードのデータを�8�6�%に移し、場所ごとに

ファイル分けをした。また、それぞれのデータに日付・時刻・動物と頭数で名前を付け、データ収

集が終わったのち�H�[�F�H�Oにまとめてどんなグラフが作れるか考え、実際に作成し、傾向など新しく

見えてくることを探し、手分けして理由を調べた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��文責 ��井鳥��

�: �+�,�7�(　　　　　　　　　　　　　　　　　����



旭丘高校周辺の野生生物の生態調査
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